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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３　
　　                                       　道、真理、命    　
「イエスは彼らにいわれた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。』」　ヨハネ １４：６
シカゴのダウンタウンにあるネーヴィーピアーから観光船が出ており、船からシカゴダウンタウンのほぼ全景が見えます。家族向きの船、帆掛け船、スピードボート、豪華遊覧船等いろいろあります。ある人が観光船に乗って途中まで行ったとき、船酔いがしてきました。シカゴはウインディーシティーといわれているように、強い風が吹くので一見海のように見える大きなミシガン湖の水は波立ち、かなり大きな船でもゆれます。船酔いした人は苦しくなり、すぐ船から降りたくても水があるためできず、また自分 一人のために引き返してもらうわけにもいかいので、困ってしまいました。船の人が 「波立つ水を見てはいけない。揺れ動く船のマストも見てはいけない。できるだけ船の真ん中にいて、遠くに見える動かないもの、ここから一番良く見えるジョンハンコックビルディングを見ていなさい。」 とアドバイスをしました。船酔いの人がそれを見ているうちに、船酔いが少しずつおさまっていきました。
　人生行路において移り変わっていく時代をとらえることは大切ですが、移り変わるものに目(心)を奪われると、それらにほんろうされ、大切なものを見失ってしまいます。今の激動の世の中において、変わらない真実なものに目を留めていくことが必要である、と痛切に思わされます。行き先がわからなくて不安の中にあった弟子たちに励ましと希望を与えたイエス・キリストの御言葉は、私たちにも人生の歩み方を明確に示して、励ましと希望を与えていてくださいます。
1. 道であるキリスト 
人間が歩むべき道とは何だろうか、と深く考えさせられます。凶悪犯罪、冷えていく人の心、自ら命を絶つ人、空しさと不安の中にいる人等々、今の大不況下に激増しています。悲しいことです。預言者イザヤは「私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分勝手な道に向かっていった。」（イザヤ53:6）、と人間は正しい道を踏み外したことを指摘しています。
経済には景気の変動がつきものですが、現在の不況はあまりにも深刻なものです。経済の基本は、社会に貢献する生産業とサービス業であるはずです。この基本から逸脱した道に入っていくと、やがてはその付けが回ってきます。デリバティブ（金融派生商品）と称して、限られたものから信用創造をし、さらに金融工学なる高等数学の知恵をつかい、実物経済から離れて実体の無いものを世界の国々で売買をしていくうちに、大きな怪物となって襲ってきたのが現在の大不況です。ある人は、８０年、或いは１００年に一回来る大きなサイクルの現象であって、誰がいかなる経済政策を施しても回避することは容易なことではない、といいます。その統計と理論の正否はともかくとして、逸脱した道から正道に戻るために、地味であっても経済の基本に帰るべきです。経済とは「経国済民」の略で、「国を治め民を救うこと」です。社会に貢献することの究極の目的は、神の栄光をあらわしていくことです。多くの人たちは聖書の教えとビジネスとは関係ないと思っていますが、大いに関係があります。ヤコブ4:13-17の御言葉は、正しいビジネスのあり方と、神の栄光をあらわしていく人生のためのガイドを示しています。これは財界、政界、学界等の指導者たちに限らず、神の栄光をあらわす道を歩んでいくために、全ての人に対して教えている神の御言葉です。
真理と命へ、そして神に至る道は、イエス・キリストです。
２．真理であるキリスト
多くの人は真理について教えるけれど、真理を具現したお方はイエス・キリストだけです。ヨハネ福音書にいわれている真理とは、福音に直結している真実の道理です。イエス・キリストは 「わたしは、真理のあかしをするために生まれ、このことのために世に来たのです。真理に属する者はみな、わたしの声に聞き従います。」（ヨハネ18:37）とおっしゃいました。イエス・キリストのみがが、全ての面において完全なお方です。
真理はどこまででも真理であって、偽りや曲解があってはならないものです。ところが福音の真理を曲げて広めているムーブメントがあります。そのうちの一つとしてニューエイジムーブメントの類に属するもので、テレビタレントがセミナーをもち、伝道師のように世界の多くの人々に教えています。人間の潜在能力を目覚めさせるように強調し、人間には罪は無く救いは気持ちのもち方であると教え、キリストの十字架の死による罪の赦しと永遠の命への救いの教えを抜き取っています。何々に成功する方法、というところは多くの人たちにとっては魅力的ですが、キリストの福音からそらす教えです。真理であるイエス・キリストと真理の御言葉（ＩＩテモテ2:15; 3:16）に留まりましょう。　
３.　命であるキリスト　
ヨハネ1:1-5,14の御言葉にあるように、永遠の昔から存在し、言であり、神の子であるお方がこの世に命をもたらしてくださいました。朽ちゆく肉体の命と滅びゆく魂に永遠の命をもたらしてくださいました。イエス・キリストは命の創造者であり、また十字架の死と復活による命の再創造者です。永遠の命とはただ長く退屈に生きることではなく、父と子と聖霊の交わりの中に入れていただき、そこには喜びがあり、安らぎがあり、豊かなライフがあります。その祝福はこの地上から始まって、永遠の御国へとつづいていきます。
「信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。」   ヘブル12:2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                              　　 ＜鈴木光夫＞
